
（１）建設副産物とは

 建設副産物とは、建設工事に伴い副次的に得られる物品であり、再生資源及び廃棄物を含むもの

です。

 再生資源とは、建設副産物のうち有用なものであって原材料として利用できるもの又はその可能

性のあるものです。例えばコンクリート塊は廃棄物であるとともに、再生資源としても位置付けら

れるものです。建設発生土は再生資源であり、廃棄物ではありません。

(２) 建設副産物対策

 建設副産物の特殊性 建設副産物の適正処理のためのポイント

①

廃棄物の発生場所が 

一定しない

発生の抑制

・発生抑制を考慮した工法・資材の採用

・処理方法に応じた分別の徹底

・破砕、焼却、脱水、乾燥等による減量化

再利用の促進

・現場内利用及び他工事での活用

・再資源化施設等の活用によるリサイクルの促進

・工作物の機能を確保した上での再生資材の活用

適正処分の徹底

・不法投棄等の防止

・処理業者との適正な委託契約

 立場に応じた責務を明確にする

・搬出事業者、発注者、その他関係者などの責務を

明確にして、適正処理を図る

②

発生量が膨大

③

的確に分別すれば

再生利用が可能

④

廃棄物を取り扱う者が

多数存在

● コンクリート塊

● アスファルト・コンクリート塊

● 建設発生木材

建設副産物 

廃棄物 

（廃棄物処理法） 

再生資源 

（リサイクル法）

原材料と

して利用

が不可能

なもの 

そのまま

原材料と

なるもの 

原材料として

利用の可能性

があるもの 

● 建設汚泥

● 建設混合廃棄物

･･･建設リサイクル法により、リサイクル等が義務づけされているもの 

●有害・危険な

もの 

●建設発生土

●金属くず

建設副産物と再生資源、廃棄物との関係 
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建設副産物の具体例

建設発生土 

港湾、河川等の浚渫に伴って生ずる土砂、その他これに類す

るもの 

土砂及び専ら土地造成の目的となる土砂に準ずるもの 

有価物 
スクラップ等他人に有償で売却できるもの

建設工事現場から排出される一般破棄物の具体的内容（例） 

・河川堤防や道路の裏面等の除草作業で発生する刈草、道路の植樹帯の管理で発生す

る剪定枝葉

・現場事務所から発生する生ゴミ、新聞、雑誌等

分 類 建設工事現場から排出される産業廃棄物の具体的内容（例） 

がれき類 

工作物の新築、改築、除去に伴って生ずるコンクリートの破

片、その他これに類する不要物 

① コンクリート破片

② アスファルト・コンクリート破片

③ レンガ破片

汚泥 

含水率が高く粒子の微細な泥状の掘削物 

（掘削物を標準仕様ダンプトラックに山積みができず、また

その上を人が歩けない状態（コーン指数概ね 200ｋN/㎡以上

又は一軸圧縮強度が概ね 50ｋＮ/㎡）） 

※具体的には、場所打杭工法・泥水シールド工法等で生ずる

廃泥水

木くず 
工作物の新築、改築、除去に伴って生ずる木くず 

※具体的には、型枠、足場材等、内装・建具工事等の残材、

伐根・伐採材、木造解体材等

廃プラスチック類 
廃発泡スチロール等梱包材、廃ビニール、合成ゴムくず、廃

タイヤ、廃シート類

ガラスくず、コンクリ

ートくず及び陶磁器

くず 

ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改築、除去

に伴って生ずるものを除く）、タイル陶磁器くず、耐火レン

ガくず 

金属くず 
鉄骨鉄筋くず、金属加工くず、足場パイプ、保安塀くず 

紙くず 
工作物の新築、改築、除去に伴って生ずる紙くず 

※具体的には、包装材、段ボール、壁紙くず

繊維くず 
工作物の新築、改築、除去に伴って生ずる繊維くず 

※具体的には、廃ウエス、縄、ロープ類

廃油 
防水アスファルト（タールピッチ類）、アスファルト乳剤等

の使用残さ 

ゴムくず 
天然ゴムくず 

分 類 建設工事現場から排出される特別管理産業廃棄物の具体的内容（例） 

廃石綿等 
飛散性アスベスト廃棄物 

廃PCB等及びPCB汚染

物 

トランス、コンデンサ、蛍光灯安定器

廃油 
揮発油類、灯油類、軽油類 
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